
三

島

扇

状

地

湧

水

と

条

里

遺

構

の

猪

好

光

俣

緒

言

富
士
な
ら
び
に
愛
鷹
火
山
と
箱
根
火
山
に
挟
ま
れ
て
南
に
傾
く
狭
長
な
裾
合
谷
は
三
島
市
付
近
に
お
い
て
僅
か
に
そ
の
幅
を
拡
げ
た

後
、
狩
野
川
下
流
に
接
し
、
全
体
と
し
て
扇
状
地
状
を
呈
し
て
駿
豆
平
野
の
一
部
を
構
成
す
る
。

本
稿
は
三
島
扇
状
地
に
お
け
る
待
に
三
島
市
街
以
南
の
約
七
五

O
町
歩
に
及
ぶ
条
呈
様
水
固
に
関
し
、
そ
の
成
立
と
湧
水
と
の
関
係
を
、

三島扇状地の湧水と条里遺構

微
地
形
、
水
利
の
ほ
か
地
形
発
達
史
一
般
お
よ
び
史
実
か
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

島
扇
状
地
に
お
け
る
台
地
群
の
形
成

門

A
〕

富
士
基
底
熔
岩
と
湧
水
群

三
島
扇
状
地
扇
央
部
、
等
高
線
二

o
t三
五

m
に
は
、
国
鉄
三
島
駅
付
近
の
熔
岩
露
頭
お
よ
び
隣
村
清
水
村
の
沖
積
地
中
よ
り
湧
出
す

173 

る
菰
池
、
小
浜
池
、
丸
池
、
泉
川
な
ど
の
豊
富
な
湧
水
群
が
あ
り
@
、

小
規
模
な
も
の
を
合
わ
せ
れ
ば
そ
の
数
は
極
め
て
多
数
に
上
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
特
に
顕
著
な
も
の
を
示
せ
ば
第
二
図
の
通
り
で
あ
っ
て
、

A
t
F
に
至
る
北
東

t
西
南
の
約
二
・
五
k
m
の
直
線
上
に
排
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三島扇状地の湧水と条里遺構

列
し
て
湧
水
群
列
を
形
成
し
、
や
や
離
れ

図)

て
北
部
に

G
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
湧

2 

水
は
そ
れ
ぞ
れ
、

そ
れ
以
南
に
お
け
る
水

(第

田
の
重
要
な
用
水
源
と
な
っ
て
い
る
@
o

(
第
一
図
・
第
二
図
)

こ
れ
ら
湧
水
が
地
下
に
賦
存
さ
れ
る
状

態
お
よ
び
そ
の
湧
出
位
置
は
、
周
辺
火
山

群
の
活
動
な
ら
び
に
本
地
域
の
地
形
発
達

史
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

の
湧
水
群
は
お
お
む
ね
こ
の
富
士
基
底
熔
岩
を
通
過
し
て
地
上
に
湧
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
け
て
流
下
し
た
富
士
基
底
熔
岩
(
三
島
熔
岩
)
は
、
こ
の
裾
合
谷
を
南
下
し
て
狩
野
川
付
近
に
ま
で
達
し
た
と
さ
れ
る
が
@
、
木
地
域

即
ち
洪
積
世
末
期
か
ら
沖
積
世
初
期
に

筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
地
下
水
の
湧
出
位
置
に
は
二
類
型
が
あ
り
、
そ
の
一
は
旧
海
触
崖
と
み
ら
れ
る
熔
岩
露
頭
に
存
在
す
る
も
の

で、

A
(菰
池
)
、

B
(水
泉
園
)
、

C
(浅
間
神
社
)
、

D
(小
浜
池
)
湧
水
群
な
ど
が
こ
れ
に
当
り
、
こ
れ
ら
が
地
下
に
賦
存
さ
れ
る
状
態

は
、
富
士
お
よ
び
箱
根
火
山
斜
面
の
透
水
性
大
な
る
火
山
堆
積
物
内
を
浸
透
し
て
南
流
し
た
地
下
水
が
、
洪
積
世
以
降
愛
鷹
お
よ
び
箱
根

175 

岩
中
の
空
洞
、
孔
際
、
裂
き
ょ
内
に
賦
存
す
る
も
の
で
あ
る
@
。

火
山
麓
に
堆
積
し
た
箱
根
火
山
由
来
の
凝
灰
岩
か
ら
な
る
不
透
水
盤
層
上
に
支
え
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
の
不
透
水
盤
を
被
う
富
士
基
底
熔
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そ
の
二
は
地
盤
隆
起
に
よ
っ
て
生
じ
た
海
岸
平
野
が
延
長
河
川
に
よ
っ
て
下
刻
さ
れ
、

そ
の
侵
触
谷
底
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

E
(丸
池
)
、

F
(泉
川
)
、

G
(天
神
原
)
湧
水
群
が
と
れ
に
当
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
第
二
類
型
湧
水
群
の
湧
出
機
構
は
第
一
類
型
の

場
合
と
若
干
異
な
り
、
遠
く
伊
豆
半
島
山
地
に
起
源
を
持
つ
地
下
水
が
、
深
層
の
洪
積
世
砂
諜
中
に
被
圧
し
て
存
在
す
る
た
め
に
、
こ
れ

に
よ
っ
て
上
層
熔
岩
内
の
地
下
水
が
押
上
げ
ら
れ
@
、
沖
積
地
内
侵
触
谷
底
の
弱
部
に
湧
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔

B
〕

三
島
扇
状
地
の
台
地
群

本
扇
状
地
は
洪
積
世
末
か
ら
沖
積
世
初
期
に
か
け
て
熔
岩
の
流
下
が
あ
っ
て
後
、
間
も
な
く
起
っ
た
海
進
に
よ
り
、
そ
の
南
半
部
は
海

面
下
に
没
し
て
古
狩
野
湾
@
が
形
成
さ
れ
、
現
在
の
三
五

m
等
高
線
に
沿
っ
て
先
き
に
述
べ
た
第
一
類
湧
水
群
を
形
成
す
る
海
触
崖
を
生

v

ノ

F

-

守
主
、

1
L
糸
μ

、ヵ

そ
の
間
陸
上
に
現
わ
れ
て
い
た
北
半
部
は
引
続
き
小
河
川
の
氾
濫
堆
積
を
う
け
、
熔
岩
流
表
面
の
凸
凹
は
薄
く
理
積
さ
れ
て
平

坦
化
さ
れ
た
。

浅
海
底
に
没
し
た
南
半
部
の
古
狩
野
湾
は
、
引
続
く
火
山
活
動
お
よ
び
河
川
堆
積
物
に
よ
っ
て
埋
積
が
進
行
し
、
前
述
の
海
触
崖
は
極

め
て
不
明
瞭
と
な
り
、
や
が
て
起
っ
た
地
盤
隆
起
に
よ
っ
て
古
狩
野
湾
は
陸
化
し
、
北
半
は
台
地
化
し
て
今
日
の
地
形
の
原
型
が
形
成
さ

れ
た
。
現
在
と
の
海
触
崖
は
、
湧
水
の
成
立
す
る
熔
岩
露
頭
部
を
除
け
ば
お
お
む
ね
不
明
瞭
と
な
り
、
緩
や
か
な
傾
斜
の
変
換
を
示
す
の

み
で
、
両
面
聞
に
著
し
い
不
協
和
は
み
ら
れ
な
い
。

今
海
進
に
際
し
て
陸
上
に
現
わ
れ
て
い
た
海
触
崖
以
北
の
扇
状
地
北
半
を
土
狩
面
、

一
度
海
面
下
に
没
し
た
海
触
崖
以
南
の
扇
状
地
南

半
を
中
郷
面
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
が
⑦
、
地
盤
隆
起
に
よ
る
中
郷
面
形
成
後
、

さ
ら
に
小
規
模
な
隆
起
が
断
続
し
河
川
の
回
春
が
行
わ

れ
、
狩
野
川
河
岸
を
除
く
扇
状
地
の
各
河
川
に
は
明
ら
か
に
二
段
の
段
丘
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
黄
瀬
川
下
流
部
の
黄
瀬
川
部
落
、
上
原

部
落
は
そ
の
上
位
面
(
第
三
段
丘
)
に
位
置
し
、

上
位
面
と
現
河
床
と
の
聞
に
は
下
位
面
(
第
四
段
丘
)
が
あ
っ
て
す
べ
て
水
固
化
さ
れ



て
い
る
c

そ
し
て
第
三
段
丘
を
形
成
し
た
河
床
と
現
河
床
と
の
間
に
は
明
瞭
な
遷
急
点
が
存
在
し
、
扇
一
状
地
西
限
黄
瀬
川
に
お
い
て
は
鮎

壷
滝
と
な
る
が
、
東
限
大
場
川
に
は
全
く
同
一
の
成
因
に
よ
る
類
似
の
滝
が
あ
る
の
で
こ
れ
を
第
二
鮎
壷
滝
と
名
付
け
る
こ
と
に
す
る
。

下
刻
量
は
第
二
鮎
壷
滝
付
近
に
お
い
て
一

o
t
一
二

m
で
あ
る
。

三島扇状地の湧水と条里遺構

従
っ
て
本
扇
状
地
南
半
の
中
郷
面
と
も
地
形
的
に
は
軽
微
な
台
地
と
み
ら
れ
、
旧
海
蝕

図)

崖
お
よ
び
侵
蝕
谷
底
の
各
湧
水
群
に
起
源
す
る
御
殿
川
、
境
川
、
泉
川
な
ど
の
各
湧
水
河

3 

川
も
二
段
の
段
丘
を
も
っ
て
扇
状
地
原
面
を
三

t
一
二

m
下
刻
す
る
の
で
、
中
郷
面
湧
水

(第

群
列
以
南
の
地
域
は
、
こ
れ
ら
湧
水
河
川
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
て
並
ぶ
数
箇
の
台
地
列
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
便
宜
上
こ
れ
ら
を
東
か
ら
二
日
町
台
地
。
安
久
台
地
・
堂
庭
台
地

柿
田
台
地
と
す
る
。
但
し
扇
状
地
末
端
部
の
狩
野
川
河
岸
に
つ
い
て
は
今
日
な
お
狩
野
川

の
氾
濫
を
う
け
て
い
る
の
で
台
地
と
呼
ぶ
こ
と
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
(
第
3
図
)

扇
状
地
土
地
利
用
の
概
略

177 

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

の
有
無
な
ど
自
然
的
環
境
に
お
い
て
大
き
な
相
違
の
あ
る
こ
と
が
解
り
こ
れ
が
両
面
の
開
発
時
期
お
よ
び
土
地
利
用
に
大
き
く
影
響
し
て

以
上
の
如
く
土
狩
面
と
中
郷
面
の
地
形
発
達
史
か
ら
、
両
面
の
聞
に
は
地
質
の
差
や
湧
水

即
ち
中
郷
面
に
お
い
て
は
、
熔
岩
層
の
上
に
浅
海
堆
積
物
(
泥
層
或
い
は
砂
牒
を
含
む
泥
層
)
が
堆
積
し
、
後
陸
化
す
る
に
従
っ
て
北
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方
よ
り
土
狩
面
を
経
て
延
長
し
た
河
川
は
流
路
に
沿
っ
て
そ
の
運
搬
物
質
(
砂
磯
・
ス
コ
リ
ア
・
砂
)
を
堆
積
し
、
や
が
て
隆
起
量
の
増

大
は
こ
れ
ら
延
長
河
川
に
よ
る
中
郷
面
下
刻
の
段
階
と
な
り
、

さ
ら
に
そ
の
上
流
部
に
お
け
る
河
川
争
奪
を
惹
起
し
て
、
こ
れ
ら
河
川
は

扇
状
地
上
に
酒
れ
谷
と
し
て
残
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
三
図
は
三
島
扇
状
地
の
特
性
を
示
す
ブ
ロ
ッ
ク
、
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
中
郷
面
は
海
蝕
崖
形
成
後
の
海
退
に
よ
っ
て
海
岸
平
野
と
し
て
成
立
し
、
爾
後
小
隆
起
に
よ
っ
て
軽
微
な
台
地
と
な
っ
た

も
の
で
、

か
つ
て
の
台
地
の
北
部
か
ら
西
南
部
に
至
る
湧
水
群
の
存
在
は
そ
の
土
地
利
用
に
極
め
て
有
利
な
条
件
を
賦
与
し
て
い
る
と
云

え
る
が
、
そ
れ
に
比
較
し
て
扇
状
地
北
半
土
狩
面
は
表
面
を
薄
い
砂
疎
に
被
わ
れ
て
所
々
に
熔
岩
の
露
頭
が
み
ら
れ
、
隆
起
量
大
で
そ
の

上
台
地
内
に
湧
水
を
も
た
な
い
乏
水
性
台
地
と
な
っ
て
い
る
の
で
土
地
利
用
上
極
め
て
不
利
な
条
件
下
に
お
か
れ
て
い
る
。

今
両
面
の
開
発
時
代
お
よ
び
水
田
率
を
概
観
す
れ
ば
、
中
郷
面
の
全
耕
地
に
対
す
る
水
田
率
八

O
%で、

か
っ
そ
れ
が
古
代
末
期
か
ら

中
世
に
か
け
て
す
で
に
成
立
し
て
い
た
事
実
を
示
す
に
対
し
、

土
狩
面
に
お
い
て
は
、
そ
の
本
格
的
開
発
が
近
世
初
期
(
寛
文
一

O
年
)

の
箱
根
用
水
@
の
完
成
を
待
っ
て
初
め
て
成
さ
れ
、
か
っ
と
の
卓
抜
な
技
術
者
に
よ
る
日
本
有
数
の
濯
慨
工
事
を
も
っ
て
し
て
も
な
お
土

狩
面
の
全
面
的
克
服
は
困
難
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
土
狩
面
南
部
を
占
め
る
長
泉
町
に
お
い
て
、
全
耕
地
に
対
す
る
水
田
率
は
二
九
形
で
あ

り
、
全
水
田
の
七
五
ガ
が
箱
根
用
水
に
依
存
す
る
事
実
は
、

土
狩
面
・
中
郷
面
の
環
境
的
相
違
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
然
し
中

郷
面
に
お
け
る
豊
富
な
湧
水
の
存
在
も
水
田
濯
慨
の
面
か
ら
み
れ
ば
や
や
低
温
に
す
ぎ
、
(
や

Z
-
U
o
n
t阿
5
・
moh)
源
平
川
水
系
約
三

五
O
町
歩
に
お
け
る
冷
水
害
年
平
均
約
七

O
O石
と
見
込
ま
れ
@
、
湧
出
後
の
水
温
上
昇
に
つ
い
て
逐
次
、
温
水
溜
池
設
置
な
ど
の
方
法

が
と
ら
れ
つ
つ
あ
る
。



中
郷
面
各
台
地
水
田
の
考
察

三
島
扇
状
地
お
よ
び
狩
野
川
沖
積
低
地
(
田
方
平
野
)
は
伊
豆
半
島
の
基
底
部
に
位
置
し
て
伊
豆
固
に
お
け
る
最
大
の
平
野
で
あ
る

が
、
と
こ
に
お
け
る
弥
生
式
遺
跡
分
布
は
極
め
て
偏
在
し
、
特
に
扇
状
地
南
半
の
中
郷
面
湧
水
部
付
近
お
よ
び
各
河
川
沿
岸
に
多
い
。
ま

た
歴
史
時
代
に
入
っ
て
は
、
三
島
市
街
お
よ
び
そ
の
圏
内
辺
に
白
鳳
・
平
安
時
代
の
創
建
に
な
る
寺
院
祉
が
多
数
存
在
し
て
、
こ
の
地
が
古

三島扇状地の湧水と条里遺構179 

汚水軍手~ t争郷軍面
各省地味吏援組

中郷面水路寮銃、d古代守晩Jil:

一一一千蜘l系 統 、 和

一一堂措置川系統野

一一一-一環平川泰筑

一一一線 )1:系統

@圏分守①山鳥寺
@~締@え財ー

代
伊
豆
国
の
政
治
的
文
化
的
な
中
心
位
置

国)

を
占
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

か
つ
湧

4 

水
群
列
以
南
の
各
台
地
に
広
く
天
平
尺

(第

町
を
も
っ
て
区
劃
さ
れ
る
条
旦
様
水
田
が

存
在
し
、

そ
の
成
立
時
代
の
古
さ
が
推
測

さ
れ
る
。
(
第
四
図
)

副
司
れ
ら
の
条
呈
様
水
田
は
、

か
つ
て
静

岡
県
史
⑩
、
三
島
市
誌
。
、

な
ど
一
連
の

郷
土
史
に
よ
っ
て
条
里
遺
棒
と
推
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、

な
お
不
明
の
点
が
多

〈
条
呈
確
認
に
至
っ
て
い
な
い
。

本
稿
に
お
い
て
は
条
里
様
水
田
の
立
地

条
件
の
考
察
を
通
し
て
そ
れ
が
古
代
に
成
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立
し
得
た
環
境
的
説
明
を
試
み
る
も
の
で
あ
っ
て
条
呈
認
定
が
主
な
目
的
で
は
な
い
。

今
第
四
図
に
中
郷
面
湧
水
群
列
以
南
の
用
水
路
系
統
お
よ
び
古
代
寺
院
祉
を
、
第
五
図
に
三
島
市
街
主
要
湧
水
群
付
近
地
形
お
よ
び
用

水
路
図
を
示
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
比
較
検
討
す
る
と
共
に
、
本
地
域
の
地
形
発
達
史
・
史
実
な
ど
を
綜
合
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中

郷
面
の
開
発
、

士
地
利
用
に
関
し
何
等
か
の
解
明
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、

)
 

4
E
A
 

(
 
A
、
B
、
C
各
湧
水
群
は
合
流
し
て
南
流
し
御
殿
川
と
な
る
が
、
こ
れ
は
等
高
線
が
示
す
如
く
三
湧
水
群
の
自
然
流
路
で
あ
っ
て

後
代
に
至
り
@
点
よ
り
二
日
町
台
地
に
至
る
用
水
路
桜
川
が
設
け
ら
れ
た
。

(2) 

そ
の
自
然
流
路
は
等
高
線
の
侵
蝕
谷
が
示
す
如
く
点
線
@
ー
の
で
あ
っ
て
、
古

D
湧
水
群
は
現
在
は
上
・
下
二
段
に
分
れ
る
が
、

源
平
川
(
仮
称
)
の
存
在
が
推
測
さ
れ
こ
れ
は
の
に
お
い
て
御
殿
川
と
合
し
南
流
し
て
い
た
。

(3) 

従
っ
て
D
湧
水
群
に
お
い
て
は
、
そ
の
湧
水
部
に
お
い
て
古
源
平
川
の
流
路
を
改
変
し
源
平
川
・
小
浜
川
の
二
用
水
路
を
掘
さ
く

し
た
。

(4) 

E
湧
水
群
は
境
川
酒
れ
谷
々
底
に
存
在
す
る
が
、
堂
庭
台
地
上
に
導
か
れ
た
(
堂
庭
川
と
仮
称
す
る
)

(5) 

堂
庭
台
地
北
半
お
よ
び
柿
日
台
地
は
境
川
酒
れ
谷
に
架
樋
(
千
貫
樋
)

し
て

D
湧
水
群
に
依
存
す
る
c

¥6) 

F
湧
水
群
は
下
刻
量
一
二

m
に
達
し
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
に
よ
る
以
外
台
地
上
の
用
水
源
た
り
得
な
い
。

G
湧
水
群
は
黄
瀬
川
の
第
四
段
丘
上
に
成
立
し
谷
底
小
面
積
の
水
田
用
水
源
と
さ
れ
る
。

(8i 

D
-
E
湧
水
群
を
水
源
と
す
る
各
水
面
の
水
路
は
極
め
て
規
則
正
し
く
直
交
排
列
し
、
計
画
的
地
割
り
の
存
在
を
物
語
り
、
図
上

計
測
お
よ
び
現
地
実
、
測
に
よ
っ
て
水
路
・
畦
畔
・
道
路
間
隔
が
天
平
尺
一
町
の
方
形
を
示
す
こ
と
を
知
る
。

uυ (
 

青
木
橋
と
E
湧
水
群
を
つ
な
ぐ
洞
れ
谷
(
滝
川
沼
れ
谷
と
仮
称
す
る
)
お
よ
び
そ
れ
を
南
に
延
長
す
る
境
川
を
境
と
し
て
、
東
側



西
の
地
割
り
を
示
す
に
対
し
、
安
久
台
地
は
約
二

O
度
西
に
傾
く
。

そ
の
地
割
り
方
向
は
明
ら
か
に
斜
交
し
、
堂
庭
台
地
以
西
が
ほ
ぼ
南
北
・
東

安
久
台
地
と
西
側
堂
庭
台
地
以
西
と
を
比
較
す
れ
ば
、

]1 

各
用
水
路
の
濯
甑
区
域
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

各
台
地
水
回
は
一
町
四
方
の
そ
れ
ぞ
れ
に
地
名
の
付
さ
れ
る
も
の
が
多
く
条
里
起
源
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
c

n
H
U
 

---
桜
川
|
|
一
一
日
町
台
地
全
面

三島扇状地の湧水と条盟遺構
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源
平
川
(
下
流
は
大
溝
川
)
|
|
安
久
台
地
南
半

図)

堂
庭
川
|
|
堂
庭
台
地
南
半

5 

¥
安
久
台
地
北
半

小
浜
川
へ

千
貫
樋
を
経
て
堂
庭
台
地
北
半
お
よ

(第

び
柿
田
台
地
。

(12) 

安
久
台
地
南
半
の
大
溝
川
と
北
半
の
小
浜
川
系

の
一
水
路
と
は
明
ら
か
に
中
郷
面
上
二
つ
の
古
代

寺
院
祉
@
、
@
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
c

(第

五
図
)

〔

A
〕

安

久

台

地

本
台
地
は
そ
の
南
北
限
が
中
郷
面
の
限
界
と
一
致
し
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中
郷
面
の
各
台
地
群
中
最
大
の
面
積
を
有
し
、
水
源
を
D
湧
水
群
に
求
め
て
南
半
部
を
源
平
川
経
由
の
大
溝
川
に
よ
り
、
北
半
部
を
小
浜

川
か
ら
の
分
水
に
よ
っ
て
濯
甑
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
人
工
河
川
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
、
台
地
化
し
た
本
地
域
に
と
っ

て
D
湧
水
群
の
み
が
唯
一
の
水
源
で
あ
る
。

D
湧
水
群
は
旧
海
蝕
崖
熔
岩
露
頭
に
成
立
す
る
た
め
に
湧
出
位
置
が
高
く
、
湧
水
部
に
お
け

る
台
地
面
と
の
比
高
は
僅
か
に
二

O
t三
omを
示
す
に
す
ぎ
ず
、
部
分
的
に
は
台
地
上
に
小
湧
水
が
成
立
し
て
湿
地
が
み
ら
れ
、
か
っ

こ
の
湧
水
河
川
の
年
間
水
位
変
化
は
夏
と
冬
の
湧
水
量
の
相
違
に
基
く
若
干
の
変
化
を
示
す
の
み
で
、
洪
水
氾
濫
の
憂
い
は
全
く
な
い
統

台
地
面
傾
斜
。
・
坦
5
0
0
と
関
連
せ
し
め
れ
ば
極
め
て
幼
稚
な
技
術
を
も
っ
て
し
て
そ
の
改
変
利
用
は
可
能
で

制
容
易
な
河
川
で
あ
り
、

あ
る
。即

ち
古
源
平
川
の
自
然
流
路
を
改
変
し
て
源
平
川
・
小
浜
川
(
そ
れ
ら
の
前
身
と
す
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
そ
れ
)
を
掘
さ
く
し
台
地
面

上
に
湧
水
を
導
く
こ
と
は
極
め
て
容
易
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
台
地
上
に
配
分
す
る
技
術
と
労
働
力
の
結
集
が
可
能
と
な
っ
た
時
点
こ
そ
安

久
台
地
水
田
成
立
期
で
あ
り
、
こ
の
時
点
を
古
代
律
令
制
下
に
求
め
、
安
久
台
地
水
田
を
条
里
遺
構
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
こ
れ
を
否
定

す
べ
き
何
物
も
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
条
里
遺
構
と
解
釈
す
べ
き
幾
つ
か
の
根
拠
が
あ
る
。
即
ち

)
 

4
E
i
 

(
 
中
郷
面
各
湧
水
群
付
近
お
よ
び
各
河
川
沿
岸
に
お
け
る
弥
生
遺
跡
の
分
布
。

(2) 
カ1

他
方

免
の
付
く
も
の
も
あ
る

水
田
地
割
り
お
よ
び
そ
れ
ら
の
地
名
(
地
名
に
は
一
の
坪
・
二
の
坪
・
三
の
坪
な
ど
の
如
く
連
続
し
て
数
詞
の
つ
く
場
合
が
あ
る

(3) 

三
島
市
街
お
よ
び
付
近
の
古
代
寺
院
祉
(
白
鳳
時
代
の
も
の
三
、
天
平
時
代
の
も
の
二
)
⑫

(4) 

伊
豆
国
正
税
帳
@
に
よ
れ
ば
各
種
帳
簿
の
存
在
が
察
知
さ
れ
、

か
っ
中
央
の
令
制
施
策
が
本
地
域
に
も
徹
底
し
て
施
行
さ
れ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
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(5) 

安
久
ム
口
地
北
半
部
に
お
け
る
明
治
以
前
の
水
路
を
復

水
路
図
地
相
り
培
岩
露
馬
場

面
高
恋
持

図)

元
す
れ
ば
、

そ
の
う
ち
の
一
水
路
は
南
半
部
主
水
路
大

6 

溝
川
と
全
く
一
直
線
上
に
存
在
し
、
か
っ
そ
の
直
線
上

(第

お
よ
び
延
長
線
上
に
天
平
寺
院
祉
⑧
(
国
分
寺
と
確
認

さ
れ
た
)
@
(
国
分
尼
寺
と
推
定
さ
れ
て
い
る
)
が
求

め
ら
れ
、
明
ら
か
に
主
水
路
と
寺
院
位
置
と
が
不
可
分

の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
、
こ
の
直
線
を
基
準

幸三手量『

1960原因 1市イ是

と
し
た
天
平
尺
一
町
の
土
地
割
り
で
あ
る
こ
と
が
解

る
。
尚
こ
の
場
合
一
旦
は
主
水
路
大
溝
川
の
両
側
に

町
宛
を
と
っ
た
六
町
で
あ
る
こ
と
が
地
名
蒐
集
か
ら
推

察
さ
れ
た
。

(6) 

伊
豆
国
分
寺
発
掘
結
果
に
よ
れ
ば
、
国
分
寺
中
門
を
通
っ
て
南
流
す
る
一
溝
渠
(
巾
三
尺
、
深
さ
一
・
二
尺
)
の
存
在
が
知
ら
れ
た

が
、
こ
れ
は
溝
渠
内
か
ら
の
出
士
物
(
新
鮮
な
鐙
瓦
・
宇
瓦
な
ど
)
の
埋
没
状
態
か
ら
奈
良
時
代
末
期
の
溝
渠
で
あ
る
と
さ
れ
た
@
。

こ
の
溝
渠
は

D
湧
水
群
中
最
西
端
の
湧
水
か
ら
国
分
寺
々
域
東
側
を
経
て
南
流
す
る
用
水
路
(
巾
四
・
五
尺
深
さ
一
・
五
尺
で
現

在
古
い
石
垣
そ
の
他
部
分
的
遺
構
が
竹
薮
な
ど
の
中
に
存
在
す
る
。
有
覚
寺
川
と
仮
称
す
る
。
)
よ
り
分
岐
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

183 

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
本
覚
寺
川
が
す
で
に
奈
良
時
代
末
期
に
は
存
在
し
、
当
時
用
水
路
に
よ
る
湧
水
の
利
用
が
発
達
し
て
い
た
事
実

が
知
ら
れ
る
。
(
第
六
図
)
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安
久
台
地
北
半
に
は
、

一
の
乗
か
ら
九
の
乗
ま
で
の
地
名
を
も
っ
水
田
が
存
在
し
、
明
治
の
耕
地
整
理
以
前
の
水
路
を
復
元
す
れ

It¥q 

ば
、
小
浜
川
か
ら
分
岐
す
る
乗
田
川
(
仮
称
)
の
存
在
が
予
想
さ
れ
こ
れ
は
三
島
宿
見
取
図
@
(
江
戸
時
代
末
)
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら

れ
る
。

い
ま
、
小
沢
川
の
両
岸
に
、
こ
の
乗
田
川
の
取
水
点
と
前
項
、
刷
本
覚
寺
川
の
流
入
点
と
を
求
め
れ
ば
、
両
水
路
は
全
く
合
致

す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
安
久
台
地
北
半
の
水
田
用
水
は
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
小
浜
川
に
よ
ら
ず
し
て
本
覚
寺
川

↓
乗
回
川
お
よ
び
国
分
寺
中
門
を
通
る
場
路
な
ど
に
よ
っ
て
い
た
と
す
る
推
測
も
可
能
で
あ
る
。

か
つ
て
石
田
茂
作
は
天
平
道
路
を
基
準
と
し
た
天
平
尺
一
町
の
地
割
り
を
条
豆
認
定
の
有
力
な
根
拠
と
し
て
報
告
し
た
が
@
、

国
分
寺

国
分
尼
寺
を
貫
く
一
直
線
上
の
水
路
を
基
準
と
し
た
天
平
尺
一
町
の
地
割
り
も
ま
た
条
里
認
定
に
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に

地
形
や
史
実
な
ど
の
環
境
的
諸
条
件
を
綜
合
考
察
し
た
場
合
、
安
久
台
地
水
田
を
条
里
遺
構
と
す
る
こ
と
は
何
等
不
自
然
で
は
な
い
。
た

だ
し
こ
の
条
里
遺
構
が
安
久
台
地
全
面
に
及
ぶ
か
否
か
に
つ
い
て
は
多
く
の
疑
問
が
あ
る
。
例
え
ば
、

(a) 

本
台
地
南
半
と
北
半
に
挟
ま
れ
た
中
間
部
グ
堀
の
内
グ
グ
新
屋
グ
付
近
に
は
直
接
条
里
起
源
と
考
え
ら
れ
る
地
名
が
存
在
せ
ず
、

そ
の
地
割
り
に
も
何
等
の
計
画
性
が
み
ら
れ
な
い
c

(b) 

こ
の
間
部
は
、
台
地
東
側
御
殿
川
と
西
側
境
川
の
蛇
行
帯
が
最
も
接
近
し
た
部
分
で
台
地
原
面
の
巾
約
五

O
o
t六
O
O
m
を
示

し
か
っ
旧
河
川
流
路
と
み
ら
れ
る
浅
い
谷
が
存
在
し
て
古
代
の
計
画
的
地
割
り
に
は
不
利
な
地
形
で
あ
る
。

(C) 

こ
こ
は
源
平
川
の
末
端
部
で
大
溝
川
そ
の
他
の
水
路
の
分
岐
点
に
当
り
数
条
の
水
路
が
南
に
放
射
し
画
一
的
地
割
り
は
施
行
さ
れ

難
い
。



な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
中
間
部
を
条
里
遺
構
と
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
あ
り
、
自
然
条
件
お
よ
び
堀
の
内
部
落
に
存
在
す
る
環
濠
な

ど
か
ら
推
察
し
て
中
世
の
開
発
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
台
地
南
端
の
狩
野
川
河
岸
に
接
近
す
る
に
従
っ
て
方
形
地
割
り
は
漸
次
不
明
瞭
と
な
る
が
、
こ
れ
は
一
つ
に
は
木
地
域
の
造
盆
地

運
動
@
に
よ
り
、
狩
野
川
の
氾
濫
を
う
け
て
既
存
の
条
里
遺
構
が
流
失
或
い
は
埋
没
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

円

B
〕

堂
庭
台
地
・
柿
田
台
地

安
久
台
地
の
西
に
境
川
を
隔
て
て
位
置
す
る
堂
庭
台
地
は
、
そ
の
成
立
過
程
、
土
地
利
用
な
ど
に
お
い
て
全
く
安
久
台
地
に
類
似
し
ほ

ぼ
台
地
全
面
に
条
里
様
水
田
が
存
在
す
る
が
、
国
境
境
川
以
西
の
駿
河
国
に
属
す
る
こ
と
お
よ
び
台
地
面
と
水
源
と
の
関
係
位
置
な
ど
に

お
い
て
安
久
台
地
と
は
異
っ
た
点
が
み
ら
れ
る
。
即
ち
堂
庭
ム
ロ
地
は
西
を
境
川
(
下
刻
二
一

m
)
に
よ
っ
て
限
ら
れ
、

か
つ
柿
田
台
地
を

三島扇状地の湧水と条里遺構

踊
て
た
黄
瀬
川
は
鮎
壷
滝
付
近
で
一

O
m
の
下
刻
を
示
す
の
で
本
台
地
上
へ
の
用
水
獲
得
は
不
可
能
で
あ
り
、
他
方
台
地
東
部
に
お
い
て

は
青
木
橋
か
ら
E
湧
水
群
に
至
る
境
川
、
潤
れ
谷
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
て
い
る
の
で
、
安
久
台
地
の
各
湧
水
群
お
よ
び
大
場
川
か
ら
の
用
水

穫
得
は
困
難
と
な
り
自
然
状
態
に
お
い
て
は
極
め
て
乏
水
性
の
強
い
台
地
と
み
ら
れ
る
。
符
h
J

て
本
台
地
上
へ
の
用
水
源
は
同
一
政
治
空

間
(
駿
河
国
)
内
に
お
い
て
は
境
川
谷
底
の

E
湧
水
群
が
唯
一
の
水
源
で
あ
り
、
他
は
境
川
酒
れ
谷
(
深
さ
五

m
、
幅
七

O
余

m
)
の
横

断
と
云
う
困
難
を
克
服
し
て
伊
豆
国
D
湧
水
群
に
依
存
す
る
以
外
に
な
い
こ
と
が
解
る
。

い
ま
境
川
酒
れ
谷
を
北
に
追
跡
す
れ
ば
、
国
鉄
三
島
駅
北
方
約
一
・
八
k
m
付
近
の
大
場
川
青
木
橋
に
終
り
、
此
処
に
明
瞭
な
河
川
争

185 

奪
の
跡
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
(
第
二
・
三
図
)
即
ち
境
川
酒
れ
谷
は
か
つ
て
流
水
を
も
っ
て
土
狩
・
中
郷
両
面
を
下
刻
し
E
湧
水
群
の

形
成
に
関
与
し
た
が
、
地
盤
隆
起
|
↓
遷
急
点
の
成
立
l
↓
遷
急
点
の
後
退
の
地
形
変
化
は
境
川
を
斬
首
し
て
無
能
川
た
ら
し
め
た
。
こ
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の
河
川
争
奪
を
惹
起
し
た
地
盤
隆
起
は
、
多
国
文
男
、
坂
口
豊
ら
に
よ
れ
ば
全
国
的
に
認
め
ら
れ
る
縄
文
中
期
以
降
の
海
退
と
さ
れ
た

が@、

と
の
地
盤
隆
起
に
対
比
す
べ
き
遷
急
点
(
黄
瀬
川
で
は
佐
野
藻
園
、
大
場
川
で
は
茨
畑
部
落
の
借
楽
園
に
み
ら
れ
る
滝
|
|
第
二

佐
野
漠
布
と
仮
称
す
る
)
よ
り
上
流
に
お
い
て
も
多
く
の
澗
れ
谷
が
存
在
し
、
地
盤
隆
起
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
の
で
、
あ
る
い
は
境
川

の
酒
れ
谷
化
は
縄
文
中
期
以
前
に
な
さ
れ
た
も
の
と
も
疑
え
る
が
、
火
山
活
動
と
も
関
連
す
る
の
で
に
わ
か
に
断
定
し
が
た
い
。

と
も
あ
れ
三
島
扇
状
地
乏
水
地
域
内
の
こ
の
よ
う
な
酒
れ
谷
が
人
間
生
活
に
と
っ
て
極
め
て
不
利
な
条
件
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

確
か
で
、
居
住
地
と
し
て
は
む
し
ろ
流
水
を
有
す
る
大
場
川
・
黄
瀬
川
河
岸
が
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
は
縄
文
・
弥
生
遺
跡
分
布
が
明
瞭
に

示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
従
来
異
論
の
あ
る
古
代
伊
豆
国
と
駿
河
国
の
国
境
を
境
川
澗
れ
谷
と
す
る
こ
と
は
妥
当
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
場

合
起
っ
て
く
る
伊
豆
国
府
、
国
分
寺
の
西
偏
問
題
は
、
伊
豆
閏
に
お
け
る
田
方
平
野
の
比
重
、
三
島
の
微
地
形
、
水
利
お
よ
び
古
代
各
国

々
街
が
求
心
的
現
象

を
示
し
た
事
実
な
ど
の
諸
条
件
か
ら
理
解
さ
れ
よ
う
。

本
台
地
の
水
田
は
第
四
図
に
示
し
た
よ
う
に
ほ
ぼ
東
西
南
北
方
向
の
地
割
り
で
安
久
台
地
に
み
ら
れ
た
如
く
天
平
尺
一
町
の
方
形
を
示

し
て
お
り
条
里
遺
構
を
疑
わ
し
め
、
特
に
湧
水
群
列
以
北
に
ま
で
一
貫
し
た
地
割
り
の
存
在
す
る
こ
と
は
興
味
あ
る
事
実
で
あ
る
。

本
台
地
に
お
い
て
境
川
谷
底
五

m
の
E
湧
水
群
の
水
を
台
地
面
傾
斜
辺
5
c
c
に
よ
っ
て
克
望
し
台
地
上
に
導
く
こ
と
は
、
古
代
の
技

術
を
も
っ
て
し
て
も
さ
し
て
困
難
な
こ
と
で
は
な
く
、
前
述
安
久
台
地
条
里
遺
構
に
お
い
て
み
た
技
術
と
労
働
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
堂

庭
台
地
南
半
部
に
条
里
遺
構
の
存
在
す
る
こ
と
は
当
然
と
考
え
ら
れ
、
改
め
て
条
里
地
名
や
畦
畔
間
隔
を
述
べ
る
ま
で
も
な
く
環
境
的
に

充
分
肯
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

然
し
本
台
地
北
部
、
湧
水
群
列
以
北
の
条
皇
様
水
自
に
関
し
て
は
こ
れ
を
直
ち
に
条
里
水
田
遺
構
と
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
な
ぜ



な
ら
ば
そ
れ
は
水
源
穫
得
と
云
う
重
要
な
環
境
的
説
明
に
困
難
が
あ
り
幾
つ
か
の
疑
問
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
な
こ
と
は
本
台
地
西

部
の
柿
田
台
地
に
つ
い
て
も
云
い
得
る
。

即
ち
柿
田
台
地
は
泉
川
と
黄
瀬
川
に
挟
ま
れ
て
両
川
と
も
下
刻
一

C
m
余
を
示
す
の
で
、
近
世
以
前
に
お
い
て
河
川
潜
水
は
不
可
能
で

ふのめノ、

か
つ
利
用
可
能
な
水
源
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
な
ず
堂
庭
台
地
と
全
く
連
続
し
た
地
割
り
が
行
わ
れ
条
塁
様
水
田
が
存
在
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
こ
の
堂
庭
台
地
北
部
お
よ
び
柿
田
台
地
の
条
呈
様
水
田
は
、
現
在
そ
の
水
源
を

D
湧
水
群
(
伊
豆
固
か
ら
小
浜
川
)
お
よ
び

芦
の
湖
(
相
模
国
か
ら
箱
根
用
水
)
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
箱
根
用
水
開
通
(
寛
永
一

O
年
)
以
前
に
こ
れ
ら
水
田
が
成
立
し

て
い
る
事
実
を
み
れ
ば
、

そ
の
水
源
を
全
面
的
に

D
湧
水
群
に
依
存
し
て
い
た
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
条
里
様
水
田
の
成

立
に
は
前
節
安
久
台
地
で
述
べ
た
小
浜
川
お
よ
び
境
川
酒
れ
谷
を
横
断
す
る
千
貫
樋
(
或
い
は
そ
の
前
身
)
の
成
立
が
不
可
欠
の
条
件
と

三島扇状地の湧水と条里遺構

な
る
。千

貫
樋
の
成
立
に
関
し
て
は
三
説
が
あ
り
て

い
ず
れ
も
そ
の
時
代
を
中
世
後
期
と
す
る
点
で
一
致
す
る
が
、
今
そ
の
起
源
を
中
世
後

期
と
す
る
な
ら
ば
、
中
世
戦
国
争
乱
の
時
代
に
お
い
て
な
お
坪
地
名
を
伴
う
条
回
一
様
水
田
の
成
立
を
認
め
ざ
る
を
得
ず
、

一
方
千
貫
樋
下

流
の
水
田
形
態
か
ら
要
請
さ
れ
て
、
小
浜
川
お
よ
び
千
貫
樋
(
或
い
は
そ
の
前
身
)
の
成
立
を
古
代
に
求
め
れ
ば
、
古
代
律
令
国
家
が
深

さ
五

m
、
巾
七

O
余

m
の
谷
の
横
断
通
水
と
云
う
困
難
を
克
服
し
得
る
技
術
を
有
し
て
い
た
事
実
を
認
め
る
と
共
に
千
貫
樋
中
世
起
源
説

を
く
つ
が
え
す
こ
と
と
な
ろ
う
。
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こ
こ
で
は
そ
の
い
ず
れ
が
真
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
拙
凍
を
避
け
て
今
後
の
問
題
と
す
る
が
、

い
ま
堂
庭
台
地
北
部
お
よ
び
柿
田
台
地

(
千
貫
樋
水
系
)
水
田
と
堂
庭
台
地
南
部

(
E
湧
水
群
水
系
)
水
田
に
つ
い
て
比
較
れ
ば
、
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)
 

4
E
A
 

(
 
柿
田
台
地
西
半
の
黄
瀬
川
河
岸
段
丘
傾
斜
部
を
除
き
す
べ
て
の
水
田
が
泉
川
を
挟
ん
で
連
続
し
た
条
毘
様
区
劃
を
示
す
。

(2) 

千
貫
樋
お
よ
び
E
湧
水
群
の
両
水
路
系
統
の
濯
慨
す
る
水
田
接
触
部
に
お
い
て
、
そ
の
水
利
形
態
は
極
め
て
調
和
し
て
お
り
そ
こ

に
著
し
い
時
代
の
相
違
を
示
す
不
協
和
性
を
見
出
し
得
な
い
。
い
だ
し
両
水
路
系
統
水
田
の
接
触
部
が
ほ
ぼ
部
落
の
境
界
を
成
し
て

、ー〉。
、hV

匂

d
T

(3) 

全
水
田
を
通
じ
て
グ
坪
グ
お
よ
び
グ
免
グ
の
付
さ
れ
る
地
名
が
少
数
宛
存
在
す
る
。

(4) 

柿
田
台
地
お
よ
び
堂
庭
台
地
北
部
の
千
貫
樋
水
系
地
域
の
集
落
に
関
す
る
記
録
は
資
料
の
関
係
も
あ
っ
て
中
世
中
期
以
前
に
は
湖

り
得
な
い
。
柿
田
・
長
沢
・
八
幡
・
伏
見
な
ど
各
集
落
に
つ
い
て
の
記
録
は
い
ず
れ
も
巷
聞
に
伝
え
ら
れ
る
千
貫
樋
成
立
期
以
後
の

も
の
の
み
で
あ
る
⑩
。

結

軍
同

宰
E
飼

以
上
三
島
一
扇
状
地
の
湧
水
群
と
そ
れ
ら
の
形
成
す
る
湧
水
群
列
以
南
の
各
台
地
上
条
旦
様
水
田
に
つ
い
て
、
地
形
発
達
史
・
微
地
形
・

水
利
・
史
実
な
ど
よ
り
若
干
の
私
見
を
述
べ
た
が
こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、

両
者
の
性
格
は
特
に
地
質
・
水
利
の
点
で
大
き
く
相
違
す
る
。

三
島
扇
状
地
は
そ
の
形
成
過
程
か
ら
海
蝕
崖
熔
岩
露
頭
部
を
境
と
し
て
土
狩
面
・
中
郷
面
の
二
台
地
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
、

(2) 

中
郷
面
は
海
蝕
崖
形
成
後
の
地
盤
隆
起
に
よ
っ
て
海
岸
平
野
と
し
て
成
立
し
、

さ
ら
に
そ
の
後
二
回
に
わ
た
る
小
規
模
な
隆
起
に

よ
っ
て
軽
微
な
台
地
と
な
っ
た
が
、

旧
海
蝕
崖
お
よ
び
中
郷
面
侵
蝕
谷
底
に
成
立
す
る
豊
富
な
湧
水
は
、
幼
稚
な
水
利
技
術
を
も
っ

て
台
地
上
の
用
水
源
た
り
得
る
も
の
で
、
こ
こ
に
水
源
を
利
用
し
た
古
代
起
源
の
水
田
が
成
立
す
る
。



(3) 

安
久
台
地
は
こ
の
事
情
を
最
も
明
瞭
に
一
一
小
し
、
水
湧
位
置
、
台
地
傾
斜
、
微
地
形
、
地
質
な
ど
の
自
然
的
条
件
お
よ
び
遺
跡
分
布

古
代
寺
院
祉
、
水
路
形
態
、
考
古
学
的
発
掘
結
果
な
ど
の
史
実
か
ら
綜
合
汚
察
し
て
、
そ
の
水
聞
を
条
旦
遺
構
と
す
る
環
境
的
説
明

が
可
能
で
あ
り
、
堂
庭
台
地
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
云
い
得
ら
れ
る
。

(4) 

堂
庭
台
地
北
半
部
お
よ
び
そ
の
西
方
柏
田
台
地
の
千
貫
樋
水
系
地
域
に
つ
い
て
は
、
特
に
水
源
穫
得
に
関
し
て
疑
問
が
残
り
条
区

遺
構
と
し
て
の
環
境
的
説
明
に
欠
け
る
点
が
あ
る
。
も
し

(a) 

問
題
と
す
る
地
域
の
水
田
が
条
里
遺
様
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
千
貫
樋
(
或
い
は
そ
の
前
身
)
の
成
立
は
古
代
に
求
め
ら
れ
、
古

代
律
令
国
家
が
境
川
洞
れ
谷
の
通
樋
と
一
五
う
高
度
な
水
利
技
術
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
合
得
、
ず
、
さ
ら
に
千
貫
樋
中
世

起
源
の
通
説
を
覆
す
こ
と
と
な
る
。

(b) 

諸
説
の
伝
え
る
如
く
千
貫
樋
(
或
い
は
そ
の
前
身
)
が
中
世
後
期
に
起
源
を
も
つ
も
の
と
す
れ
ば
、
中
世
戦
国
の
争
乱
下
に
お

三島扇状地の湧水と条里遺構

い
て
な
お
坪
地
名
を
伴
う
天
平
尺
一
町
の
条
里
様
水
田
が
成
立
し
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
合
得
な
い
。

(5) 

本
地
域
水
田
に
お
け
る
現
代
的
課
題
と
し
て
は
、
湧
水
濯
翫
に
付
際
す
る
冷
水
害
な
ら
び
に
湧
水
が
直
接
水
田
に
浸
出
す
る
小
部

分
水
田
の
冷
水
湿
田
化
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
龍
瀬
良
明
が
式
蔵
国
見
沼
べ
り
谷
頭
に
お
い
て
指
摘
し
た
、
中
世
、
古
代
に
お
け
る

「
水
田
適
地
の
賦
存
、
自
然
濯
水
の
可
能
性
が
そ
の
ま
ま
今
日
の
農
業
生
産
に
反
作
用
す
る
」
⑮
点
で
共
通
し
た
性
格
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
古
代
的
水
田
適
地
と
し
て
の
要
因
は
そ
の
ま
ま
現
代
に
お
い
て
減
収
の
最
大
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
本
地
域
の
近

代
工
業
の
進
出
に
伴
う
地
下
水
の
大
量
汲
上
げ
は
湧
水
量
の
減
少
を
来
た
す
な
ど
の
現
代
的
課
題
も
現
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

189 

尚
本
稿
に
お
い
て
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
本
ム
口
一
地
の
条
里
遺
構
は
さ
ら
に
南
に
の
び
て
狩
野
川
沖
積
世
地
(
韮
山
・
北
条
方
面
)
に
連
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続
し
、
西
方
黄
瀬
川
を
越
え
て
沼
津
お
よ
び
浮
島
原
の
一
部
に
ま
で
拡
大
し
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

」
れ
に
つ
い
て
は
な
お
調
査

途
上
に
あ
る
の
で
後
日
に
ゆ
ず
り
た
い
。

本
調
査
の
実
施
に
当
つ
て
は
、
恩
師
龍
瀬
良
明
博
士
よ
り
終
始
御
懇
切
な
御
指
導
を
賜
り
、
特
に
再
度
御
同
行
頂
い
た
現
地
踏
査
を
通

じ
て
の
直
接
御
指
導
か
ら
学
び
得
た
も
の
は
実
に
多
大
で
あ
っ
て
こ
こ
に
明
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
あ
る
。

ま
た
三
島
市
役
所
土
木
課
長
補
佐
、
坪
内
与
平
氏
、
清
水
村
々
長

平
井
昇
氏
を
は
じ
め
現
地
多
数
の
方
々
か
ら
数
々
の
御
協
力
を
頂

い
た
こ
と
に
つ
い
て
紙
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

和
主
刊
U

ZE--nrt‘
 

本
稿
は
一
九
五
九
年

-
O
月
、
日
本
歴
史
地
理
学
研
究
会
例
会
に
お
い
て
報
告
し
席
上
討
議
さ
れ
後
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
o

報
告
は
歴
史
学

的
考
察
を
高
杉
洋
二
郎
が
、
地
理
学
的
考
察
を
猪
俣
好
光
が
行
っ
た
。

富
士
南
麓
に
み
ら
れ
る
一
連
の
湧
水
対
を
代
表
す
る
も
の
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古
来
よ
り
富
士
の
雪
熔
け
水
に
由
来
す
る
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

近
来
駿
河
湾
岸
に
進
出
し
た
工
場
群
は
こ
の
地
下
水
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湧
水
を
工
業
用
水
と
し
て
利
用
し
、
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の
利
用
形
態
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し
い
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代
に
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ο

製

紙
・
紡
織
・
化
学
繊
維
・
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ム
な
ど
の
大
工
場
が
多
い
。

静
岡
県
沼
津
・
三
島
平
野
の
地
質
、
鈴
木
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昌
二
了
落
合
敏
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・
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下
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狩
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史
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男
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一
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九
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中
郷
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狩
面
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れ
ぞ
れ
前
掲
書
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a
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と
し
て
区
別
さ
れ
た
も
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に
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る
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深
良
用
水
と
も
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ば
れ
る
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湖
水
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道
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よ
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西
方
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扇
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に
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。
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鼠
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池
事
業
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書
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九
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静
岡
県
史
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史
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号
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遷
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仁
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書
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、
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水
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志
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